
 

 

 

 

 

 

 

 「先入観は可能を不可能にする」 

 「対戦相手のアメリカには野球をやぅていたら誰しも聞いたことがあるような選手たちがいると思います。でも、憧れて
しまっては超えられない。僕らは今日、超えるために、トップになるために来たので。今日一日だけは、彼らへの憧れを
捨てて、勝つことだけを考えていきましょう。」 
 この言葉を聞いたことがありますか？メジャーリーグの強者たちがそろったアメリカ代表との「WBC2023」
決勝直前のロッカールームで大谷選手が円陣のなかで話した言葉です。この言葉にチームメイトたちは奮起し、見
事「優勝」を勝ち取ることができました。きっとこの時に「あの有名なメジャーリーガたちと戦えるなんて名誉な
ことだ。」と憧れをもっていたとしたら、いざという場面で「恐怖心」となっていたのかもしれません。「相手が強
い…」まだ戦ってもいないのになぜ分かるのでしょうか？「この点数では志望校は無理かもしれない…」まだ時間
はあるのにもうあきらめるのでしょうか？これが「先入観」なのかもしれません。 
 「先入観は可能を不可能にする」という言葉は大谷選手が高校時代から大切にしている言葉のひとつだそうで
す。これは伝説のボクサー、モハメド・アリの言葉にも似ています。その言葉とは「不可能とは、自力で世界を切
り開くことを放棄した臆病者の言葉だ。不可能とは、現状に甘んじるための言い訳に過ぎない。不可能とは、事実
ですらなく単なる先入観だ…」というものです。ボクサーだけあってかなり強気な言葉かもしれません。しかし、
何かを成し遂げる人というものはこういった「前向き」や「強気」な気持ちをもっているものです。しかし、こう
いう強気な言葉を言う人は「傲慢」というイメージがありますが、その逆で「謙虚」な人が多いです。そして、誰
よりも「努力家」だと思います。「努力家」というと先生はNBA史上 3本の指に入るという伝説的な選手である
コービー・ブライアントという選手のことを思い浮かべます。 
コービーは、アメリカ代表に選ばれたときには、午前 4時半にストレッチなどを始め、午前 6時までジョギン

グと走り込み、午前 7時までウェイトトレーニング、その後午前 11時まで 800本のジャンプ・シュートの練習
をこなしていたそうです。そして、それから午後にアメリカ代表のチーム練習を行ったのです。疑う余地もなく、
コービーは誰よりも大量の練習時間を積んでいました。量ももちろんですが、コービーは一つ一つの練習に意図的
に取り組むことも誰よりも心がけていたそうです。そんな話を紹介しましたが、明日からいきなり彼みたいに努力
しろ！！と言いたいわけではありません。コービーの表面的な話ではなく、姿勢や心がけの面から、周りと比較せ
ずに過去の自分と比べ、自分自身が前進していることを大切にしていることを学んでほしいです。何か明確な夢や
目標があってもなくても、コービーのように自分が信じた道で自分がこれだと思うものを誰よりも努力する姿勢で
目の前のことに取り組んでいくことが何かを成し遂げることにつながると思います。成功している人はどんな逆境
も乗り越えて成功しているし、成功していない人は側から見てどんなに優位な環境にあっても成功していません。
その差は何かと考えると行動を積んできたかどうか、それに尽きると思います。結果で圧倒したければ圧倒的な行
動を積めばいいだけなのです。もちろん、行動する中で落ち込んだり辛かったりする時期もあると思います。途中
で立ち止まってしまうことがあってもいいと思います。修正したり、考え直してみたりすれば、自分の成長は戻る
ことはないと思います。落ち込んだり、悩んだり、立ち止まったりすることで、常に人は成長して人生は前へ進み
続けると思います。それでも、コービーのようにとにかく目の前のことに全身全霊で取り組む「やり抜く力」を持
ち続けることで、夢や目標を叶えることができると思います。そして、そんな人こそ誰かの心を動かすんだと思い
ます。きっとコービーも「先入観」を持たない人だったと思います。 
さて、受験のことも気になる時期に突入してきましたが、それだけにならないでほしいです。受験への目標はし

っかりともってほしいですが、この学年や学級の仲間と過ごす時間も大切にしてほしいと思います。「自分は苦手
だ」という「先入観」を捨てて思いっきり「挑戦」することを大切にしてもらいたいです。「合唱コンクール」「ま
ごころフェスタ」は今月で終わってしまいます。今の学級で何かを創り上げる、何かをやり遂げるという機会の最
後になると思います。今、目の前にある状況に「先入観」をもつのではなく、目の前にある状況に正面から向き合
い「やり抜く」ことを大切にしてください。きっとこの「先入観」を捨て最後まで「やり抜く力」というのは、今
後の人生に役立つことと思います。また機会があれば「やり抜く力」についても書けたらと思います。 
「来週以降の予定」 

 

日 曜 内容 下校 

 

日 曜 内容 下校 

５ 月 合唱・まごフェス強調週間(第２期) 15:15 12 月 スポーツの日  

６ 火 ④火６ 16:10 13 火 ③火６ ⑥委員会 15:15 ⑦なし 14:20 

７ 水 ④水６ 16:10 14 水 ③水６ 16:10 

８ 木 ⑦なし 15:15 15 木 ⑤⑥プレ合唱コンクール 16:10 

９ 金 前期終業 ⑦通知表配付 16:10 16 金  16:10 

10 土   17 土   

11 日   18 日   

文責 稲葉浩志 


